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平成18年度水稲新奨励品種「きぬむすめ」の普及展示ほ成績概要

技術普及部 農産技術普及グループ 高橋 眞二

本県の水稲生産において、「コシヒカリ」

の作付が80％以上を占めており、規模拡

大、低コスト化および高品質・多収生産な

どの妨げとなっています。また、平坦部を

中心に、気象温暖化による品質低下も顕著

となっています。さらに、「祭り晴」は、

品質が不安定で、食味特性がやや劣りまし

た。

このような情勢のもと、当センター栽培

研究部および中山間センター農林技術部に

よる奨励品種決定調査結果や、県の米プロ

ジェクトにおける実績をふまえ、「きぬむ

すめ」が平成17年より水稲奨励品種に採用

されました。そこで、「きぬむすめ」の普

及および早期定着化を図るために、平成17

年度より農林振興センター農業普及部およ

び技術普及部の農産関係担当者による農業

普及員調査研究活動として、普及実証を行

っており、本年度の成績を紹介します。

１．移植栽培

○ 調査概要

実施地区：県内９か所（表１）

播種時期：４月２日～５月３日

標 高：県央は250ｍ、他地区は30

ｍ以下

成 熟 期：９月20日～10月４日

○ 調査結果

主要な成績は、表１に示しました。移植

期は５月１日～６月３日で、出穂期は８月

11日～８月22日となりました。総施肥窒素

量は4.3～8.5kg/10aで、最も多かった8.5kg

施用では稈長が最も長くなりました。

図１ 出穂後14日の状況（雲南市）

表１ 「きぬむすめ」普及展示ほの調査成績

総施肥 整粒 ﾀﾝﾊﾟｸ質
窒素量 稈長 穂数 歩合 含有率

(月.日) (kg/10a) (cm) (本/㎡） (月.日) (kg/10a) (g) (%) (%)

松　江 5.21 8.0 79.8 399 8.18 0 546 22.1 85.3 6.1

安　来 5.04 8.5 90.9 366 8.13 0 664 22.9 77.6 7.1

雲　南 5.01 5.4 80.8 323 8.11 0 614 21.0 80.7 5.8

出　雲 5.27 7.0 75.0 313 8.20 0 471 24.2 89.2 6.3

浜　田 5.17 5.2 83.0 302 8.15 0 691 22.3 89.4 6.8

県　央 5.19 6.4 83.9 435 8.19 0～1 589 22.6 52.4 6.9

大　田 5.21 8.1 85.1 246 8.20 0 544 23.0 88.0 6.0

益　田 5.09 8.0 79.2 319 8.11 0 533 22.9 67.3 5.5

隠　岐 6.03 4.3 87.7 266 8.22 1～2 552 22.5 87.7 6.5

　　注）整粒歩合はｹｯﾄRN-500、ﾀﾝﾊﾟｸ質含有率は白米をｸﾎﾞﾀ味選人により測定
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倒伏の発生は全般に少なかったですが、稈

長が比較的長く、また穂数が多かった県央

ではなびき程度の倒伏が認められ、風の影

響が大であった隠岐では倒伏が少程度発生

しました。

収量は全般的に良好で、最多収は浜田の

691kg/10aでした。品質は良好でしたが、

一部に薄茶米、青未熟、心白、胴割の発生

がありました。千粒重は21.0～24.2ｇで、

重いものは登熟がすぐれ、良質となりやす

い場合が多くありました。

２．直播栽培

○ 調査概要

実施地区：出雲、益田

播種時期：５月18日、５月12日

○ 調査結果

「きぬむすめ」は、発芽特性が優れ、出

芽揃いが早く、苗立ち率も80％以上と良好

でした。出芽後の分げつ発生が早く、穂数

確保も容易で、収量性および品質はほぼ良

好な結果となりました。ただし、益田では

台風により倒伏が発生し、播種量、施肥量

図２ 成熟期の状況（松江市）

図３ 播種作業（出雲市）

等の再検討が必要でした。

３．結果の考察と今後に向けて

移植時期は５月中旬の場合、品質および

収量ともに良好な結果となりました。ただ

し、山間部の場合はやや早植の５月上旬が

適するものと思われます。収量の面で、つ

なぎ肥や穂肥を施用し、幼穂形成期から出

穂期にかけての葉色を維持した場合に多収

となる事例が多く認められました。粒大が

大きくなると、品質が向上するものと考え

られ、高品質確保には、登熟向上を図る肥

培管理や水管理の徹底が必要と考えられま

した。なお、施肥窒素の適量は、合計で６

～８kg/10aですが、倒伏させないために、

地力や生育状況により加減する必要があり

ます。「きぬむすめ」は出芽が良く短稈で

直播栽培に適すものと思われます。

最後に、平成19年度の栽培面積は約

2,000haとなる見込みです。高品質な米が

生産されるよう、地域に適した作期、施肥

法、栽培法を、調査研究活動をとおして、

さらに検討していきたいと思います。

表２ 「きぬむすめ」直播栽培普及展示ほの調査成績

総施肥 整粒 ﾀﾝﾊﾟｸ質
窒素量 稈長 穂数 歩合 含有量

(月.日) (kg/10a) (kg/10a) (cm) (本/㎡） (月.日) (月.日) (kg/10a) (%) (%)

出 雲 5.18 2.2 5.6 82.4 386 8.21 9.30 0 494 89.9 6.0

益 田 5.12 4.0 8.0 75.2 538 8.16 9.25 3～4 481 88.6 5.8

　　注）整粒歩合はｹｯﾄRN-500、ﾀﾝﾊﾟｸ質含有率は白米をｸﾎﾞﾀ味選人により測定
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